
国道４号白河橋の「桁締結式」が行われました。

平成２５年6月１１日に国道４号白河橋（白河市金勝寺地内）の桁を連結する最終ボルトの締め付けを行う「締結式」が

行われました。

締結式では、まず、郡山国道事務所長が阿武隈川に架かる国道４号の白河橋（上り線）の主桁架設が最終局面に入ったこ

とを地域の皆さんに報告いたしました。

その後、ご臨席をいただいた白河市長や地域の皆さんと桁締結の喜びを分かち合いました。

本事業は、昭和４８年に着手した大規模事業で、国土交通省東北地方整備局郡山国道事務所が実施しているものですが、

交通混雑の解消や地域振興への貢献など地域の関心が非常に高く、早期完成を強く望まれている事業です。

なお、本橋は今年度内に供用予定とのことです。

今後も、インフラ整備に関連した“県南地方からの元気発信”に繋がる明るい話題について提供していきたいと思います。
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県南建設事務所

（白河市長[右]と郡山国道事務所長[左]） （地域の皆さんと共に喜びを分かち合いました）


